
解決方法

　美容皮膚科での治療は芸能人などの特別な人だけが受
けるものではなくなり，現在では一般的な治療として普
及してきています．患者サイドにはかなり抵抗がなく
なってきている一方，保険診療のみを行っていたクリ
ニックが，新規に美容皮膚科での自費診療をスタートす
る場合には，少し敷居が高いかもしれません．確かに美
容皮膚科での治療を施行しているクリニックが増えるに
従って，訴訟の件数も増加傾向にあるようです．本稿で
はとくに美容皮膚科でよくあるトラブルについて，日本
美容医療責任共済会から受けた相談事例を中心に，その
傾向と対応について概要を述べてみたいと思います（※
本稿では個人情報保護のための適切な書きかえを行って
います）．

1. 事故クレームなのか苦情クレームなのか？
　患者さんに訴えられて最も戸惑うのが，下記のいずれ
に当たるかの判断です．クレームには一般診療と同様に
事故クレームと苦情クレームがありますが，美容皮膚科
では後者が多いのが特徴と言われています．

①事故クレーム
　美容医療でも，軽度の施術ミスや合併症はどの医師が
施行しても一定の確率で生じます．これを「事故クレー
ム」と呼んでいます．しかしながら，注意義務や説明義
務の不足に対する損害賠償請求が圧倒的に多いことが，

　最近，保険診療のみで皮膚科クリニックを開設しまし
た．数年後には美容皮膚科の治療も始めたいと準備を進
めています．美容皮膚科の自費診療はほとんど未経験の
ため，研修を受けたり，他の美容医療専門クリニックで
経験を積ませてもらって，まずは技術を磨こうと頑張っ
ているのですが，美容医療の訴訟が増えていると聞いて
少し不安を感じています．もともと美容皮膚科を始めよ
うと思ったのは，患者さんから「もっときれいになりま
せんか」という要望があったからです．インターネット
には美容医療の情報があふれていますので，患者さんが
調べてきて「最近はすごい治療法があるからできるんで
すよね？」と聞いてきます．患者さんのこの大きな期待
に応えようと，無理な手技をして医療過誤となったり，
医学的には成功していても，結果に納得してもらえな
かったりしてトラブルになるのだろうかと思うようにな
りました．実際のところ，美容医療の訴訟で多いのはど
のようなケースなのでしょうか．
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